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ESDデバイスに�するデータシー
ト・パラメータの��

はじめに

�����(ESD)��デバイスは、サージやESDイ
ベントから����を��するうえで��な��を
�たします。��のアプリケーションに�して� 
なESDデバイスを!"するには、��を#�とする
システムおよびESDダイオード�(の)*を+,す
ることが#�です。ESDデバイスは、-./01に
���2システムの34を56してはならず、また
サージおよびESDイベント7にグランドへの9:な
�;および�<スパイクをシャントするために、
?@にABすることも#�です。
このアプリケーション・ノートでは、ESD/TVS�
�ダイオードのデータシートにFGされているパラ
メータを�Iし、JパラメータのKL(についてM
Nします。

DCパラメータ
ESDダイオードのOなDCパラメータをPQにRし
ます。S*TESDダイオードのUVIV�(WXを
Figure 1にRします。

Figure 1. Unidirectional IV Characteristic Curve 
of an ESD and TVS

VBR = Breakdown Voltage @ IT
VRWM = Reverse Working Voltage
@ IR (VRWM (typ) = 0.8 x VBR)
IT = Test Current

IPP = Maximum Reverse
Peak Pulse Current (Typically
Specified with either the
8x20 �s or 10x1000 �s Surge
Pulse)
VC = Clamping Voltage @ IPP
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�ワーキング�	、VRWM：ESDデバイスのYZを
[\した]^_`YZ�<。この�<では、ESDダ
イオードは�インピーダンスbcとしてd.にeい
fれ�;しか;さないので、「オフ」hiのように
なります。VRWMはjブレークダウン�<VBRPQで
す。

�ブレークダウン�	、VBR：この�<でESDダイ
オードはm-、すなわちターン「オン」をnoしま
す 。 ブ レ ー ク ダ ウ ン � < は テ ス ト � ; I T
(UV1〜10 mA)でp�されます。VBRはESDアプリ
ケーションの]qrでs�され、-.VRWMより

10〜15%�くなります。ESD��ダイオードを!"
するときは、この�<が���2システムの]^ワ
ーキング�<よりも�いことをuvしてください。

��	、VF: テスト�;IFでのw*T�<。

����､C：��xyは�データ・レートで/0す
るアプリケーションでz{となるパラメータです。
���xyは|}を~�させ、�@アプリケーショ
ンの/0に��を�します。�@アプリケーション
には、e��xyのデバイスが��されます。
HDMIおよびUSB��はe��xyが#�な�@ア
プリケーション�です。

ESDおよびサージ・パラメータ
ESDまたは��イベント7のクランプ��の,�
は、ESD��データシートではよく�,されます。
ESD��ダイオードのクランプ(4をs�する��
でv�されているUVs�はなく、����と��
��に^きく��します。

��� !

ピーク・パルス��、IPP：デバイスが��を�けず
に�えることができる]^サージ�;。ほとんどの
e��TVSダイオードは、8 �s x 20 �sの�;サージ
・パルスで��がs�されています。より�い��
のTVSダイオードは、10 �s x 1000 �sの�;サージ・
パルスでp�されます。これらの��の�Iについ
ては、Figure �、3を¡¢してください。このパラメ
ータは、£¤または¥m(スイッチング・アプリケ
ーションなどの������<¨©�TVS�アプリケ
ーションに�するª«(の¬­に��な��を�た
しますが、®¯Zアプリケーションなど、ESDイベ
ントが]^の°±²³であるZ´ではそれほど��
ではありません。
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Figure 2. 8 �s x 20 �s Pulse Waveform

Figure 3. 10 �s x 1000 �s Pulse Waveform
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ESD��：これはESD��ダイオードのµ�¶です｡

s�される]も·¸¹な��はIEC61000−4−2システ
ム・レベルESD��で、�@ºち»がり7¼と��
;レベルによって½¾されます(Figure 4¡¢)。µ�
¶は·¸にQ¿にRすレベルまたは���<レベル
でs�されます。ほとんどのシステムÀÁÂには、
±8 kVの�Ã��または15 kVの�1��をs�した
��レベル4までの��がÄめられます。ESDダイオ
ード・データシートにFGされるこの��はÅÆÇ
とはいえ、��ダイオードが�えÈるrをRしてい
るに�ぎず、ESDダイオードがESDパルスをクラン
プする�<レベルにKしてはÉのÊËもÌÍしてい
ません。

IEC 61000−4−2 CURRENT WAVEFORM
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Figure 4. IEC 61000−4−2 Current Waveform
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クランプ%& !：

ESD��アプリケーションのÎÏ、クランプ�<
は���2となっているÐÑÒÓ(IC)がÔされる�
<をÕ�するので��なパラメータです。ÖしいIC
はESD�<により×Øになっているので(AND8309/D
¡¢)、ESDクランプ�<は��なパラメータとなっ
ています。クランプ�<はs�されるサージ・イベ
ントの��と�;レベルにÙ�KLしているので、
クランピング�<をs�する����をÚべること
が��です。あるアプリケーションに�して]�の

クランプ(4をÛえた��ダイオードをÕ�するに
は、ÜÝアプリケーションに�する� なサージ・
イベントのクランプ(4をÚべることが��です。

()サージ・クランプ%&：

���TVSダイオードにとってこの��は��²
³です。クランプ�<とは、TVSダイオードにおけ
る��のピーク・パルス�;IPPに�する]^�<Þ
Qです。ESD��ダイオードのクランプ�<をs�
するためのUVIPPまたはサージ��がないので、
ベンダごとにßくのàáがあります。ベンダによっ
ては、��のIPPにおける8 �s x 20 �s��にâってク
ランプ�<をs�していますが、これはESDに�し
てはã� です。8 �s x 20 �s��は、ESDイベント
よりもºち»がり7¼とä�7¼がåæいにçくな
ります。8 �s x 20 �sのようなTVS��は、ネットワ
ーキングやé/êアプリケーションでëられる¤サ
ージや¥m(スイッチングなどの���サージ・イ
ベントにÔされるアプリケーションを[\したもの
です。
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ESD%&のクランピング
この�ìは��ダイオードがESDに�して�íす
る��レベルをÕ�するためのîになります。×Ø
なÒÓ�bのÎÏ、ESDイベント7にICがÔされる
�<をï4なðりeく¨えることが��です。ESD
クランプ�<は、IEC61000−4−2でs�される��の
ESDイベント7におけるESD��ダイオードでの�
<ÞQです。IEC61000−4−2は、®¯�ñやラップト
ップ・コンピュータなど、より^sóなシステムに
�するÏ�/ãÏ�¬���として0Çされたs�で

あるため、デバイス・レベルでクランプ�<をs�
する*ôについては��にはNuに�Iされていま
せん。オン・セミコンダクターは、ESDパルスの÷
7¼øùにわたって、オシロスコープのスクリーン
ショットの�で、ESD��ダイオード)ûの�<�
�÷üをÚべる*ôをnýしました。これはすべて
のESD��ダイオードのデータシートにFGされて
います。オン・セミコンダクターがÌþするこれら
のスクリーンショットの0Ç*ôと,�*ôの��
については、AND8307/Dを¡¢してください。
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